
平成２８年度群馬県キャリア教育推進事業 実践説明

明和中学校におけるキャリア教育の実際

明和町立明和中学校

早川裕彬



基本的な考え方



明和中学校の基本的な考え方

特別活動を通したキャリア教育

・職場体験学習 ・職業調べ ・上級学校調べ

・修学旅行 ・合唱祭 ・体育祭

・保育実習 ・小中交流事業

・部活動 ・生徒会活動

例１・様々な職種がある地域 → 職場体験学習や職業調べの充実を図る

例２・生徒指導に困難がある学校 → 部活動や合唱祭の充実を図る



明和中学校の基本的な考え方

日常生活を通したキャリア教育

・各教科 ・道徳 ・学活 ・総合

・朝の会 ・帰りの会 ・学級の係

・給食指導

・清掃活動

例１・行事の充実に困難 → 毎日の授業の充実を図る

例２・清掃活動に特色がある → 特色を生かした取り組みを図る



明和中学校の基本的な考え方

特別活動を通したキャリア教育日常生活を通したキャリア教育

キャリア教育の推進

教育活動



明和中学校の基本的な考え方

特別活動を通したキャリア教育日常生活を通したキャリア教育

キャリア教育の推進

教育活動

明和中学校の実態

・授業に落ち着いて取り組むことができる。

・職場体験学習は町外の事業所に依頼している部分が大きい。

学校や地域の実態に合った方
法で取り組むことが重要



三年間の取組



明和中学校の三年間の取組

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ

一年目 二年目 三年目

・実態把握

・全体計画の見直し

・年間指導計画の見直し

・目指す生徒に迫る手立て

・授業実践

・職場体験学習の改善

・見取り方の検討

・見取りの実施

・評価・改善



ＰＬＡＮ（計画）
[ 一年目 ]



１・実態の把握



キャリア教育アンケートを活用した実態把握

「課題対応能力」に課題
※「量的把握」と「質的把握」の両面から課題を捉える

目指す生徒像の設定



２・全体計画の見直し



１・把握した課題から目指す生徒像（目標）

を設定



１・把握した課題から目指す生徒像（目標）

を設定

２・既存の学校教育目標との関係を整理



１・把握した課題から目指す生徒像（目標）

を設定

２・既存の学校教育目標との関係を整理

３・目指す生徒像（目標）を受けて、基礎

的・汎用的能力の４領域に目標を細分化

（課題対応能力に重点）



１・把握した課題から目指す生徒像（目標）

を設定

２・既存の学校教育目標との関係を整理

３・目指す生徒像（目標）を受けて、基礎

的・汎用的能力の４領域に目標を細分化

（課題対応能力に重点）

４・各教科や行事等の関係を整理

[作成のＰＯＩＮＴ]

・目標を｢見える化｣する

・目標の関係を整理する

・目標を共有する



３・年間指導計画の見直し



１・教科ごとに年計を確認し、基礎的・汎用

的能力に単元を整理

２・教科ごとに洗い出した情報を一覧に整理

３・目指す生徒像に関わる領域を重点化



１・教科ごとに年計を確認し、基礎的・汎用

的能力に単元を整理

２・教科ごとに洗い出した情報を一覧に整理

３・目指す生徒像に関わる領域を重点化

[作成のＰＯＩＮＴ]

・他教科とのつながりが見える

→学年毎にまとめる

・特に関わりの強い単元のみ表記
Ａする

・実施時期が把握できる



ＤＯ（実践）
[ 二年目 ]



１・教科における
課題対応能力を明らかにする



教科における課題対応能力を明らかにする

例・英語科

表現したいことを英文で表すために、モデル文や教科書を参考にした

り、辞書等を活用したりできる力

→ 情報の収集・選択・処理 [作成のＰＯＩＮＴ]

英語科の既存の目標を、キャリ
ア教育の視点で捉え直す



２・課題対応能力を身に付けさせる手立て



課題対応能力を身に付けさせる手立てを立てる

例・英語科

表現したいことを英文で表すために、モデル文や教科書を参考にした

り、辞書等を活用したりできる力（情報の収集・選択・処理）

→[手立て]

モデル文や辞書の活用を必要とする場面設定がされた英文づくりを

行う活動を取り入れる



３・手立てを取り入れた授業



手立てを取り入れた授業



授業を振り返る



ＣＨＥＣＫ（評価）
[ 三年目 ]



生徒の成長の見取り 学校の取組の点検

キャリア教育の評価



１・生徒の成長の見取り



教科における課題対応能力の見取り方を立てる

例・英語科

表現したいことを英文で表すために、モデル文や教科書を参考にした

り、辞書等を活用したりできる力（情報の収集・選択・処理）

→[手立て]

モデル文や辞書の活用を必要とする場面設定がされた英文づくりを

行う活動を取り入れる



教科における課題対応能力の見取り方を立てる

例・英語科

表現したいことを英文で表すために、モデル文や教科書を参考にした

り、辞書等を活用したりできる力（情報の収集・選択・処理）

→[手立て]

モデル文や辞書の活用を必要とする場面設定がされた英文づくりを

行う活動を取り入れる

→[見取り方]

ノートを振り返って既習のモデル文を確認したり、教科書や辞書を

活用している姿、教師やＡＬＴに質問している姿を観察より見取る

表 現

[表 現]の見取り方

教科の評価＝キャリアの評価



生徒の成長の見取り 学校の取組の点検

キャリア教育の評価



２・学校の取組の点検



教科の評価 ＝ キャリアの評価

キャリアの評価 ＝ 教科の評価

キャリアアンケート

職場体験の振り返り

検 証

生徒の成長の見取り



教科の評価 ＝ キャリアの評価

キャリアの評価 ＝ 教科の評価

キャリアアンケート

職場体験の振り返り

検 証

生徒の成長の見取り

学校の取組の点検

ACTION(改善)へ



職場体験学習の改善



事前・事後指導を見直す

体
験
の
実
施

事
前
指
導

事
後
指
導

ねらいの確認 成長の確認



事前・事後指導を見直す

体
験
の
実
施

事
前
指
導

事
後
指
導

つなぐ つなぐ

ねらいの確認 成長の確認

今の自分過去の自分

未来の自分

わだちキャリア











ワークシートから見取る

事前



ワークシートから見取る

事後



ワークシートから見取る

事前



ワークシートから見取る

事後



事前・事後指導を見直す

体
験
の
実
施

事
前
指
導

事
後
指
導

つなぐ つなぐ

ねらいの確認 成長の確認



事前・事後指導を見直す

打
ち
合
わ
せ

事
前
指
導

ねらいの確認事業所とねらいの共有

[ＰＯＩＮＴ]
Ｔ１（教師）とＴ
２（事業所）がね
らいを共有して教
育活動を行うこと
が効果的な学習活
動を生み出す。



明和中・職場体験学習の改善

１ 事前・事後指導の見直し
→ 「つながり」と「成長」を実感できる工夫

２ ねらいの共有
→ 事業所と一緒に生徒を育てる工夫



成果 と 課題



[ 成 果 ]

１ 教科指導のみに終わらない「つながり」や「ねら

い」を意識した指導へ変化

２ 行事等を含めた学校の教育活動を捉え直すきっかけ

を得た

より効果的な指導へ



[ 成 果 ]

課題対応能力のポイントが上昇



[ 課 題 ]

２ 小中連携など縦の連携を充実させる

３ 地域や家庭との連携の模索（横の連携）

改善と継続

１ CHECK（評価）からACTION（改善）につなげる



[ 成 果 ]



[ 成 果 ]



[ 成 果 ]



参考文献

・｢中学校キャリア教育の手引き｣（平成２３年３月，文部科学省）

・｢キャリア教育を創る｣ （平成２３年１１月，国立教育政策研究所生徒指導研究センター）

・｢キャリア教育を『デザイン』する｣

（平成２４年８月，国立教育政策研究所生徒指導研究センター）

・｢データが示す キャリア教育が促す『学習意欲』｣

（平成２６年３月，国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター）

・｢子供たちの『見取り』と教育活動の『点検』｣

（平成２７年３月，国立教育政策研究所生徒指導研究センター）

・平成２７年度キャリア教育指導者養成研修資料

（平成２６年５月，独立行政法人教員研修センター）

・平成２７年度第１回群馬県キャリア教育推進協議会資料

｢地域と連携したキャリア教育の推進について｣

（平成２７年８月，筑波大学 教授 藤田晃之）



参考文献

・平成２６年度群馬県キャリア教育推進協議会資料

｢全体協議・情報交換補足資料｣

（平成２６年６月，筑波大学 教授 藤田晃之）

・平成２６年度群馬県キャリア教育推進協議会資料

｢義務教育９年間を見通したキャリア教育推進のために｣

（平成２６年６月，筑波大学 教授 藤田晃之）

・｢学校が社会と協働して一日も早くすべての児童生徒に充実したキャリア教育を行うために｣

（平成２３年１２月，キャリア教育における外部人材活用等に関する調査協力者会議）

・｢『中学校キャリア教育』実践の手引き｣（岩手県総合教育センター）

・｢キャリア教育 理論と実践・評価｣（平成１９年１１月，宮崎冴子）

・｢キャリア教育の底力｣（平成２７年，仙台市立寺岡小学校）

・｢キャリア教育基礎論－正しい理解と実践のために－｣（２０１４年１１月，藤田晃之）

・｢アクティブ・ラーニングによる『キャリア教育入門』｣（平成２８年２月，西川純）



ご清聴ありがとうございました。


